■事業報告

平成２４年度技術環境講習会

日　時：平成24年10月12日（金曜日）14時00分～16時30分　

場　所：静岡市産学交流センタープレゼンテーションルーム　

受講者：54名

正会員、賛助会員以外に静岡県、静岡市、富士市等の官庁関係、施工業者などの多方面からの御参加をいただき、質疑応答を含む有意義な講習が行われた。

講　習：

＜第一部＞

演題：小規模飲食店等における分煙対策

講師：株式会社トルネックス　マーケティング室グループリーダー　島田秀治様

概要：当協会が静岡県からの委託事業で進めている分煙アドバイサーの実務に役立つ国の基準、他自治体の取組み、設計の考え方などについて講習がされた。

健康増進法による喫煙対策を具体的に進めるため、平成１５年５月に厚生労働省通達「職場における喫煙対策のためのガイドライン」が出されている。この考え方に基づいて、神奈川県及び兵庫県では受動喫煙防止条例が施行され積極的な喫煙対策が行われている。また、2011年10月からは、厚生労働省が受動喫煙防止対策助成金制度を定め、分煙設備などに対する助成金の支給が始まっている。

喫煙禁止区域から喫煙区域へ毎秒０．２ｍ以上の空気の流れが必要となり、かなり大きな換気設備が求められるが、開口部にエアカーテンを設けることにより毎秒０．１ｍの排気で済むようになる。実際の施工事例が紹介された。
＜第二部＞

演題：配電用変圧器の高効率化

講師：株式会社日立産機システム　統括事業本部受配電・環境システム事業部企画部　

主任技師　天兒(あまこ)洋一様

概要：変圧器のトップランナー基準について、今後採用される新基準について、大型地震による変圧器へ影響の実例と、それをもとにした今後の取り組みなどについて講習がされた。

　　　新基準に適応するために変圧器の負荷損、無負荷損をどのような方式で軽減するか。軽減することでどの程度のメリットがでるかを日立産機がアモルファスを採用して実現した実際のデータをもとに紹介された。

　　　各方面において今までの考え方を見直さざるを得なかった昨今の大地震の影響について、変圧器に実際に起こった影響の写真をもとに、現在進めている災害対策について紹介された。

